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進学実績向上

生徒個々に応じた指導を
全校体制で徹底し
東京大合格者数を回復

◎１８７８（明治１１）年設立の上田変則
中学校が前身。上田藩主館跡に校地
を有し、表御門を継承した校門は、堀・
塀と共に上田市文化財に指定されてい
る。２０１４年度、SＧＨアソシエイト校
の指定を受け、「地球市民のリーダー」
育成を推進している。

国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、
東京大、東京工業大、信州大、名古屋大、
京都大、大阪大、九州大などに２３２人が
合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、明
治大、法政大、早稲田大、同志社大、立命
館大、関西大、関西学院大などに延べ
643人が合格。

設立

形態

生徒数

2014年度入試合格実績（現浪計）

1900（明治33）年

全日制・定時制／普通科／共学

１学年約320人

住所

電話

Web Site

〒386-8715
長野県上田市大手1-4-32

0268-22-0002

99
指導変革の

成果実践背景

◎２０１２年度入試か
ら２年連続で東京大
合格者ゼロ。同校の
歴史上まれに見る事
態に危機感を募らせ
る

変革のステップ

◎学校のミッション
や生徒情報を共有し
て教師の意識変革を
促し、生徒一人ひとり
の課題に応じた手厚
い面談、添削指導を実
施

◎２０１４年度入試で
東京大理系学類に現
役で３人が合格。国
公立大合格者も過去
５年で最高の実績を
上げる

http://www.nagano-c.ed.jp/ueda-hs/

長野県

上田高校

２
０
１
３
年
３
月
、
東
京
大
受
験
者
が
全
員
不
合
格

だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
瞬
間
、
長
野
県
上
田
高
校
の
進

路
指
導
室
は
沈
痛
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。
東
京
大
合
格

者
ゼ
ロ
と
い
う
結
果
は
前
年
に
続
く
も
の
で
、
過
去
十

数
年
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
例
が
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

同
校
は
、
国
公
立
大
に
毎
年
２
０
０
人
以
上
が
合
格

す
る
進
学
校
だ
。
た
だ
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

必
ず
し
も
恵
ま
れ
て
は
い
な
い
。
上
田
市
の
人
口
は
近

隣
の
長
野
市
の
半
数
以
下
と
、
子
ど
も
の
数
自
体
が
少

な
い
。
更
に
、
交
通
の
便
が
良
い
こ
と
か
ら
、
地
域
の

成
績
最
上
位
層
の
中
に
は
、徒
歩
圏
の
同
校
で
は
な
く
、

長
野
市
の
進
学
校
を
選
ぶ
生
徒
も
い
る
。
そ
う
し
た
状

況
で
も
、
旧
帝
大
、
国
公
立
大
の
医
学
部
医
学
科
、
早

慶
上
智
な
ど
の
難
関
大
・
学
部
・
学
科
へ
の
合
格
者
数

は
、
こ
の
数
年
、
右
肩
上
が
り
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

13
年
度
入
試
の
結
果
は
、
教
師
た
ち
に
「
東
京
大
に
受

か
れ
ば
」
と
い
う
無
念
さ
を
よ
り
一
層
感
じ
さ
せ
た
。

し
か
し
、
数
字
以
上
に
教
師
に
危
機
感
を
抱
か
せ
た

の
は
、
生
徒
た
ち
が
東
京
大
に
合
格
で
き
る
力
を
持
ち

な
が
ら
、本
番
で
実
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
。

特
に
、
12
年
度
の
３
年
生
に
は
、
入
学
時
か
ら
十
分
に

東
京
大
を
狙
え
る
学
力
を
持
つ
生
徒
が
い
た
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
生
徒
の
力
を
伸
ば
し
切
れ
な
か
っ
た
。
名

門
復
活
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。
教
師
た
ち
は

早
急
な
対
策
を
迫
ら
れ
た
。

実
力
の
あ
る
生
徒
の
力
を

伸
ば
し
切
れ
な
い
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同
校
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
不
振
の
原
因
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
だ
。
進
路
指
導
係
が
中
心
と
な
っ
て

当
該
学
年
の
活
動
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
の
は
、
最
上
位
層
を
伸
ば
そ
う
と
い
う
教
師
間

の
共
通
認
識
、
意
識
の
希
薄
さ
だ
っ
た
。
進
路
指
導
主

事
の
小
岩
井
秀
樹
先
生
は
こ
う
話
す
。

「『
東
京
大
合
格
』
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
最
大
の
原
因
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い
で
、『
東
京

大
合
格
』
に
向
け
て
何
を
仕
掛
け
る
か
と
い
う
明
確

な
指
針
も
な
か
っ
た
た
め
、
最
後
の
最
後
で
生
徒
が

力
を
出
し
切
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
」

生
徒
個
々
の
学
力
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
、
教
科
の

学
力
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
英
語
に
時
間
を
掛
け
過
ぎ
て

数
学
が
足
を
引
っ
張
っ
た
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
高
得

点
が
取
れ
て
い
る
が
、
個
別
学
力
試
験
で
は
点
数
が
取

れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
最
初
に
着
手
し
た
の
は

教
師
の
意
識
改
革
だ
。
毎
年
５
月
、
全
校
で
実
施
す
る

進
路
報
告
会
が
、
教
師
の
意
思
統
一
を
行
う
最
初
の
場

と
し
て
設
定
さ
れ
た
。

報
告
会
の
目
的
は
、前
年
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り
、

入
試
結
果
の
総
括
だ
が
、
13
年
度
は
自
校
の
デ
ー
タ
だ

け
で
な
く
、
他
校
の
進
学
実
績
と
の
比
較
、
東
京
大
・

京
都
大
の
入
試
改
革
の
現
状
を
示
し
た
。
次
に
、
事
例

研
究
と
し
て
、
東
京
大
に
合
格
で
き
な
か
っ
た
生
徒
の

模
試
結
果
を
基
に
、
不
振
の
原
因
は
教
科
の
学
力
バ
ラ

ン
ス
の
悪
さ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。そ
し
て
、

「
東
京
大
合
格
者
を
毎
年
出
す
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
改
め
て
確
認
し
、
教
師
の
意
識
改
革
を
促
し
た
。

報
告
会
で
は
初
の
試
み
と
し
て
、
各
教
科
担
当
の
総

括
を
行
っ
た
。
各
教
科
の
前
３
学
年
担
当
者
が
２
〜
３

分
ず
つ
、
学
年
の
指
導
方
針
や
特
徴
的
な
取
り
組
み
、

入
試
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
の
狙
い

を
、
進
路
指
導
係
の
小
宮
山
勝か

つ

人ひ
と

先
生
は
こ
う
語
る
。

「
学
年
ご
と
に
教
科
の
指
導
方
針
が
変
わ
り
、
指

導
の
一
貫
性
に
欠
け
る
の
も
本
校
の
弱
点
で
し
た
。

効
果
的
な
取
り
組
み
が
あ
っ
て
も
教
師
独
自
の
ノ
ウ

ハ
ウ
に
と
ど
ま
り
、
次
の
学
年
に
受
け
継
が
れ
な
い

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
13
年
度
は
多

く
の
教
師
が
異
動
し
た
た
め
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
開
し

て
指
導
の
連
続
性
を
担
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

他
教
科
の
指
導
内
容
を
知
る
こ
と
は
、
担
任
の
指
導

に
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
と
、
数
学
科
の
中
村
克ま

さ
る

先
生

は
指
摘
す
る
。

「
教
科
に
よ
っ
て
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
や
添
削
指

導
の
時
期
は
違
い
ま
す
。
英
語
が
記
述
対
策
に
重
点

を
置
い
て
い
る
時
に
、
自
分
の
教
科
の
感
覚
で
『
今

は
セ
ン
タ
ー
試
験
対
策
を
し
た
方
が
よ
い
』
な
ど
と

指
導
し
て
し
ま
っ
た
ら
生
徒
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け
で

す
。
他
教
科
の
状
況
を
知
る
こ
と
で
、
担
任
と
し
て

も
適
切
な
指
導
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

教
師
の
意
識
改
革
と
共
に
、
生
徒
個
々
の
課
題
に
応

じ
た
き
め
細
か
い
指
導
に
も
力
を
入
れ
た
。

個
に
応
じ
た
指
導
を
行
う
に
は
、
何
よ
り
生
徒
把
握

が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
13
年
度
３
年
生
で
活
用
し

た
の
が
「
面
接
シ
ー
ト
」
だ
（
Ｐ
．32
図
）。
年
度
初
め

に
東
京
大
志
望
者
を
把
握
し
（
13
年
度
は
10
人
）、
進

路
指
導
係
が
志
望
者
と
個
々
に
面
談
を
実
施
。
各
教
科

担
当
の
名
前
、
模
試
の
結
果
、
部
活
動
、
学
習
上
の
悩

み
、
塾
や
通
信
添
削
講
座
の
利
用
状
況
な
ど
を
１
枚
の

シ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。
シ
ー
ト
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
サ
ー
バ
ー
に
入
れ
、
教
師
が
自
由
に
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

長
野
県
上
田
高
校

小
宮
山
勝
人
こ
み
や
ま
・
か
つ
ひ
と

教
職
歴
25
年
。同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。進
路
指
導
係
。

教
務
Ｓ
Ｇ
Ｈ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
担
当
。「
生
徒
に
も
、
自
分

に
も
『
や
ら
ず
の
後
悔
』
を
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
る
」

長
野
県
上
田
高
校

小
岩
井
秀
樹
こ
い
わ
い
・
ひ
で
き

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。「『
汝
の
馬
車
を
星
に
つ
な
げ
。H

itch your 
w
agon to a star.

』」

長
野
県
上
田
高
校

中
村
克
な
か
む
ら
・
ま
さ
る

教
職
歴
４
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。進
路
指
導
係
。

数
学
科
。「
ま
ず
は
、
自
分
が
楽
し
い
授
業
を
し
、
自
分

が
楽
し
ん
で
学
校
生
活
を
送
る
」

不
振
の
原
因
究
明
と

教
師
の
意
識
改
革
を
推
進

「
面
接
シ
ー
ト
」で
生
徒
個
々
の
情
報
を

共
有
し
、課
題
に
応
じ
た
指
導
を
徹
底
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長野県上田高校長野指導変革の

「
担
任
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
こ
と
、
教
科
担

当
が
把
握
し
て
い
る
情
報
な
ど
を
、
そ
の
生
徒
に
か

か
わ
る
全
て
の
教
師
が
共
有
し
、
全
員
で
支
援
す
る

体
制
を
築
こ
う
と
し
ま
し
た
。
学
習
状
況
や
個
人
的

な
問
題
ま
で
把
握
す
る
こ
と
で
、
や
る
気
を
高
め
る

た
め
の
的
確
な
声
掛
け
や
連
携
が
可
能
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
」（
小
岩
井
先
生
）

難
関
大
・
医
学
部
医
学
科
志
望
者
向
け
の
模
試
添
削

指
導
も
、
生
徒
個
別
の
課
題
に
応
じ
た
指
導
だ
。
夏
と

秋
に
行
う
大
学
別
模
試
の
受
験
者
の
う
ち
、
希
望
者
が

受
験
後
す
ぐ
に
自
分
の
解
答
用
紙
を
コ
ピ
ー
し
て
教
科

担
当
に
提
出
し
、
個
別
指
導
を
受
け
る
と
い
う
も
の
。

「
模
試
結
果
が
返
却
さ
れ
る
ま
で
の
１
か
月
間
を

無
駄
に
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い
で
始
め
ま
し
た
。

コ
ピ
ー
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
「
ど
う
し

て
こ
う
い
う
解
き
方
を
し
た
の
か
」
と
い
っ
た
自
分

の
考
え
が
鮮
明
な
う
ち
に
復
習
す
る
こ
と
が
出
来
、

教
科
担
当
は
生
の
答
案
を
見
て
、
数
値
だ
け
で
は
分

か
ら
な
い
意
外
な
弱
点
を
見
付
け
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
小
宮
山
先
生
）

き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
た
上
で
正
解
で
き
た
の
か
、

理
解
は
あ
や
ふ
や
だ
っ
た
が
た
ま
た
ま
正
解
で
き
た
の

か
は
、
生
の
答
案
を
見
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
理
解

が
不
十
分
な
生
徒
に
は
、
過
去
問
の
類
似
問
題
を
課
す

な
ど
、
生
徒
個
々
の
課
題
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
弱
点

克
服
を
促
し
た
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
課
題
に
応
じ
た
指
導
を
、
同
校

で
は「
チ
ー
ム
医
療
」に
例
え
て
い
る
。
医
師
、看
護
師
、

放
射
線
技
師
な
ど
、
各
分
野
の
専
門
家
が
連
携
し
て
治

療
に
当
た
る
よ
う
に
、
管
理
職
、
各
分
掌
、
担
任
、
教

科
担
当
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
焦
点
を
当
て
、
専
門
ス
キ
ル
を
駆
使
し
て
指
導
す
る

と
い
う
も
の
だ
。
教
科
・
進
路
・
生
徒
指
導
の
あ
ら
ゆ

る
側
面
か
ら
、
生
徒
を
支
え
て
い
く
体
制
が
、
学
校
教

育
に
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
考
え
方
が
背
景
に
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
教
科
や
分
掌
の
枠
に
と
ら
わ
れ
て
い
て

は
、
チ
ー
ム
と
は
な
ら
な
い
。
教
師
全
員
が
プ
ロ
の
教

師
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
生
徒
に
か
か
わ
ろ
う
と
す

る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
同
校
の
「
チ
ー
ム
医
療
」
の

神
髄
で
あ
る
。

「『
進
路
指
導
は
進
路
の
プ
ロ
が
や
れ
ば
よ
い
』
と

い
う
考
え
も
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
に
毎
日
接
し
、
面

談
を
す
る
の
は
担
任
で
す
。
進
路
指
導
係
は
デ
ー
タ

の
準
備
な
ど
、
担
任
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
役
割
で

す
。
全
て
の
担
任
が
進
路
指
導
の
プ
ロ
と
い
う
意
識

で
生
徒
に
か
か
わ
る
こ
と
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

進
路
実
現
に
欠
か
せ
な
い
視
点
で
す
」（
小
岩
井
先
生
）

３
年
次
に
６
回
行
う
志
望
校
検
討
会
の
運
営
を
、
学

年
主
体
に
切
り
替
え
た
の
は
、
担
任
団
の
主
体
性
を
引

き
出
す
た
め
だ
。
そ
れ
ま
で
、
資
料
の
準
備
や
進
行
は

進
路
指
導
係
が
担
当
し
て
い
た
が
、
13
年
度
か
ら
、
各

学
年
が
主
体
的
に
運
営
し
て
い
く
形
に
変
え
た
。
必
要

な
デ
ー
タ
は
、
学
年
団
が
進
路
指
導
係
に
依
頼
し
て
用

意
す
る
よ
う
に
し
た
。
司
会
進
行
も
全
て
学
年
主
体
で

行
う
こ
と
に
よ
り
、
学
年
団
が
一
丸
と
な
っ
て
指
導
に

向
か
う
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

低
学
年
時
か
ら
難
関
大
を
意
識
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
も
、
13
年
度
に
始
め
た
。
12
月
、
１
・
２
年
生
の

希
望
者
を
対
象
に
「
難
関
大
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
実
施

し
、
進
路
指
導
係
に
よ
る
講
演
、
外
部
講
師
に
よ
る
進

路
講
演
会
や
教
科
の
対
策
講
座
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

「
チ
ー
ム
医
療
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

教
師
一
人
ひ
と
り
の
力
を
結
集

「面接シート」の
項目は、他に学
習上の悩み、得
意科目とその理
由、不得意科目
とその理由があ
る
＊同校の資料を
抜粋して掲載

「面接シート」図

低
学
年
時
か
ら
ト
ッ
プ
集
団
づ
く
り

学
校
全
体
を
牽
引
す
る
存
在
に
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通
し
て
、
難
関
大
の
情
報
を
提
供
し
た
。
進
学
意
識
を

高
め
る
の
が
目
的
だ
が
、真
の
狙
い
は
「
集
団
づ
く
り
」

に
あ
る
と
、
小
岩
井
先
生
は
明
か
す
。

「
本
校
の
生
徒
は
、
人
前
で
目
立
つ
よ
う
な
行
動

を
取
る
の
が
苦
手
で
す
。『
東
京
大
に
行
き
た
い
』『
医

学
部
医
学
科
を
目
指
す
』
な
ど
、
自
分
の
進
路
希
望

を
人
前
で
言
う
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
夢
を
語
り
合
え
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
高
い

目
標
に
向
か
っ
て
切
磋
琢
磨
し
合
う
集
団
が
出
来
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
は
、
学
校
全
体
を
牽
引

す
る
ト
ッ
プ
集
団
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
前
に
は
、
担
任
に
偏
差
値
60
以

上
の
生
徒
に
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
。
当
初
、
担
任
団

か
ら
は
取
り
組
み
に
対
し
て
否
定
的
な
意
見
も
あ
っ
た

が
、
小
岩
井
先
生
が
取
り
組
み
の
意
義
を
粘
り
強
く
伝

え
る
こ
と
で
担
任
も
動
き
、
１
・
２
年
生
合
わ
せ
て
約

１
４
０
人
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
毎
年
３
月
に
は
、
同
校
の
同
窓
会
館
に
外
部

講
師
を
招
い
て
「
難
関
大
学
対
策
講
義
」
を
実
施
し
て

い
る
。
12
月
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
３
月
の
対
策
講
義
と
の

相
乗
効
果
で
ト
ッ
プ
集
団
を
形
成
し
、
２
・
３
年
生
に

向
け
て
弾
み
を
付
け
る
と
い
う
流
れ
を
つ
く
る
た
め
、

12
月
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

全
校
一
丸
で
進
め
た
改
革
に
よ
り
、
14
年
度
の
大
学

入
試
の
実
績
は
目
覚
ま
し
い
回
復
を
見
せ
た
。
最
大
の

懸
案
だ
っ
た
東
京
大
に
は
、
理
系
学
類
に
現
役
で
３
人

が
合
格
。
国
公
立
大
全
体
で
も
過
去
５
年
間
で
最
も
多

い
２
３
２
人
が
合
格
し
た
。

今
後
の
課
題
は
、
教
師
の
異
動
に
よ
っ
て
ノ
ウ
ハ
ウ

が
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
３
年
間
を
見
通
し
た

指
導
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
築
す
る
こ
と
だ
。
長
野
県
は
教

師
の
異
動
サ
イ
ク
ル
が
短
く
、
教
師
間
の
指
導
の
平
準

化
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
は
大
き
な
課
題
だ
。

２
つ
め
の
課
題
は
、
地
域
の
最
上
位
層
の
生
徒
が
よ

り
多
く
入
学
し
て
く
る
よ
う
、
地
域
に
同
校
の
魅
力
を

今
以
上
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
だ
。
こ
こ
数
年
、

公
開
授
業
に
合
わ
せ
て
年
２
回
「
小
学
生
と
保
護
者
対

象
の
学
校
紹
介
」
を
開
催
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
布
石

の
１
つ
で
あ
る
。

３
つ
め
の
課
題
は
、
14
年
度
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
の
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
校
と

し
て
の
実
践
だ
。

「
現
段
階
で
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
取
り
組
み
そ
の
も
の
を

模
索
中
で
す
が
、
活
動
の
中
で
東
南
ア
ジ
ア
の
医
療

に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、『
医

学
部
医
学
科
に
進
み
た
い
』『
国
連
職
員
に
な
り
た

い
』
と
い
う
希
望
を
語
る
生
徒
も
現
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
本
校
か
ら
直
接
、
海
外
の
大
学
へ
の
進
学

を
希
望
す
る
生
徒
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

国
内
の
大
学
だ
け
で
な
く
、
海
外
を
視
野
に
入
れ
た

進
路
指
導
の
あ
り
方
も
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」（
小
岩
井
先
生
）

グ
ロ
ー
バ
ル
な
進
路
指
導
の

可
能
性
を
模
索
す
る

若手教師が語る、指導変革へ

初任者も１人の教師として
尊重する学校風土
進路指導係 中村 克

初任で本校に着任し、４年が過ぎました。この間、
担任として、進路指導係として、さまざまなことに挑
戦し、多くの経験を積んできました。
2013年度に３学年の担任となった時は、進路指導
係の模試担当として、成績上位層向けの模試対策講座
を担当しました。以前は模試の手順を説明するだけの
場でしたが、せっかく生徒が時間を割いて集まるので、
生徒の受験意欲を伸ばすような取り組みにしたいと考
えました。模試に向けた心構えや、難関大攻略に必要
な勉強法、入試本番に向けたストーリーなどについて
語り、受験生としての心構えを持たせるように努めま
した。
私がアイデアを出し、良いと思ったことを実行でき
たのも、先輩方が私を新人として見るのではなく、１
人の教師として尊重してくださったからです。私自身、
ベテラン教師でも若手教師でも、生徒の前に出れば１
人の教師に変わりはないということを常に意識して、
生徒と接してきました。そういった私の気持ちを酌ん
で、意見を取り入れてくださったのだと思います。
長野県は異動サイクルが短いため、私も近いうちに
他校に赴任すると思います。そこでは、中堅教師とし
て指導に加わることになるでしょう。私が先輩方に育
てていただいたように、私も若手の先生を１人の教師
として尊重し、お互いに高め合い、率直に意見を言い
合える関係を築いていきたいと思っています。

の情熱
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